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施政方針圃圃

平成12年度
当初予算総額は

129億4，379万円です。
参加・高度情報化"

重
信
町
の
ま
ち
"
つ
く
り
の
基
本

と
な
る
、
平
成
一
二
年
度
当
初
予

算
が
、
三
月
一

O
日
か
ら
二
三
固

ま
で
聞
か
れ
た
三
月
定
例
町
議
会

で
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
一
二
年
度
当
初
予
算
総
額

は
一
二
九
億
四
三
七
九
万
四

0
0

0
円
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
る
と

二
・
五
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実

施
、
環
境
対
策
、
高
度
情
報
化
な

ど
の
重
点
施
策
や
、
上
下
水
道
事

業
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重
点
を

お
い
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

¥
当
初
予
算
の
概
要
は

J

f
4
・
5
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
¥

平
成
=
一
年
度

町
長
施
政
方
針
の
要
旨

(
は
じ
め
に
)

昨
年
七
月
巳
成
立
し
、
合
年
四
月

仁
施
行
さ
れ
だ
地
方
分
権
一
括
法
に

よ
り
、
地
方
自
治
体
巴
と
り
長
年
の

夢
で
あ
っ
た
、
固
か
ら
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
、
ガ
、
自
に
見
え
る
形
で
実

現
さ
れ
ま
し
だ
。

国
、
県
、
市
町
村
、
ガ
対
等
の
立
場

に
立
ち
、
機
関
委
任
事
務
を
廃
止
し
、

自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
に
整
理

し
直
さ
れ
だ
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ

と
で
寸
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
権
限
が
県

や
町
仁
移
譲
さ
れ
て
も
、
住
民
二
ー

ズ
に
根
ざ
し
だ
行
政
、
か
実
現
で
き
な

け
れ
ば
意
昧
が
あ
リ
ま
せ
ん
。

分
権
型
社
会
を
確
立
す
る
の
に
最

も
大
切
な
地
方
財
源
の
充
実
確
保
は
、

i

中
長
期
的
な
課
題
と
し
て
先
送
り
さ

樟
れ
て
い
ま
す
。

治
相
当
町
、
か
活
力
あ
る
一
二
世
紀
分
権

ヨ
型
社
会
を
迎
え
る
だ
め
に
は
、
徹
密

な
政
策
と
大
胆
な
行
動
力
、
そ
れ
巴

円

U
孟
A
T

冷
静
な
評
価
、
か
必
要
で
す
。
中
長
期

的
巴
は
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
第
四

次
重
信
町
総
合
開
発
計
画
策
定
に
着

手
し
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
叡
智
と

つ
ノ
イ
デ
ア
を
結
集
し
だ
も
の
巴
仕
上

げ
芝
い
と
思
い
ま
す
。

重信町長

~ 

短
期
的
、
至
急
的
巳
は
、
分
権
の

受
け
皿
論
で
い
つ
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
職
員
の
行
政
能
力
、
政
策
形
成
能

力
の
向
上
巳
努
め
ま
す
。
今
年
か
ら

「
人
財
開
発
」
巴
人
事
政
策
の
主
眼
を

お
き
ま
す
。
日
々
研
鑓
を
重
ね
、
意

欲
と
能
力
の
あ
る
職
員
の
発
見
、
創

造
仁
努
め
、
執
行
体
制
、
人
事
給
与

制
度
、
仕
事
の
進
め
万
等
、
根
本
的

に
総
点
検
し
て
、
慣
習
巴
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
刷
新
し
ま
す
。

(
平
成
一
二
年
度
予
算
編
鴎
の
基
本
的
考
え
方
)

昨
年
度
の
行
政
改
革
大
綱
及
び
実

施
計
画
を
着
実
仁
実
施
し
、
町
債
を

抑
え
、
堅
実
な
財
政
構
造
を
維
持
し

つ
つ
、
第
三
次
総
合
開
発
計
画
の
仕

上
げ
の
年
と
し
ま
す
。
な
か
で
も
、

公
共
事
業
は
、
上
下
水
道
事
業
、
区

画
整
理
事
業
や
住
宅
団
地
造
成
事
業

等
の
面
的
整
備
に
王
力
を
注
ぎ
ま
す
。

次
に
、
地
方
分
権
の
試
金
石
と
も

言
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
巴

始
動
さ
せ
、
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
一
堂
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま

す
。
四
月
か
ら
い
よ
い
よ
制
度
、
ガ
ス

タ
ー
ト
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
か

「
措
置
」
か
ら
「
契
約
」
巳
変
わ
り
ま

し
た
。
言
い
替
え
れ
ば
「
行
政
ガ
決

定
す
る
福
祉
」
か
ら
「
住
民
自
ら
、
か

選
択
し
、
利
用
す
る
福
祉
」
へ
の
転



-・・施政方針

ドは“環境・住民キーワー

換
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
ガ
違
え
ば
、

保
険
料
に
差
が
あ
る
の
も
当
然
と
い

う
、
行
政
ち
競
争
の
時
代
巴
入
り
ま

し
だ
。当
町
の
認
定
審
査
は
順
調
巴
進
み
、

現
在
五
五
三
名
中
、
一

O
名
、
ガ
自
立

判
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
自
立
判
定

を
受
け
芝
方
に
は
、
介
護
保
険
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
目
立
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
、
自
立
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

始
め
、
家
族
介
護
、
介
護
予
防
事
業

で
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
芝
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
仁
お
い
て
も
、
自
立
支
援

の
単
独
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

今
後
と
も
介
護
保
険
は
、
老
人
医

療
保
険
と
供
巴
多
大
の
経
費
を
要
し

ま
す
が
、
〈
王
国
的
に
も
恵
ま
れ
芝
高

度
医
療
の
町
と
し
て
、
地
の
利
を
活

か
し
関
係
機
関
と
強
力
巴
連
携
し
な

が
ら
、
重
信
を
「
終
の
棲
家
」
と
し

て
よ
か
っ
だ
と
思
わ
れ
る
町
巳
す
る

だ
め
最
大
限
の
努
力
を
続
け
ま
す
。

(
平
成
一
二
年
度
の
重
点
施
策
)

一
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

一
、
分
権
改
革
を
活
か
し
た
住
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り

一
、
新
庁
奮
を
核
に
高
度
情
報
化
さ

れ
た
ま
ち
づ
く
り

(
内
容
は
省
略
)

(
そ
の
他
の
新
し
い
取
り
組
み
)

。
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
抜

本
的
巴
改
正
し
ま
す
。
介
護
保
険

導
入
の
た
め
、
二
号
被
保
険
者
に

介
護
納
付
金
分
、
ガ
新
だ
巴
賦
課
さ

れ
ま
す
。
少
し
で
も
国
保
税
負
担

を
軽
減
で
き
ま
す
よ
う
巳
、
応
能

応
益
割
合
を
見
直
し
、
所
得
巴
よ

る
軽
減
も
従
来
の
四
割
、
六
割
か

ら
、
二
割
、
五
割
、
七
割
に
改
め

ま
す
。

0

現
在
建
設
中
の
新
庁
舎
は
、
建

物
本
体
土
事
は
三
月
に
完
成
し
、

後
は
外
構
工
事
、
光
ケ
ー
ブ
ル
配

線
工
事
等
の
完
成
を
待
つ
ば
か
り

と
な
り
ま
し
定
。
移
転
日
を
五
月

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
と
定

め
、
五
月
八
日
か
ら
業
務
を
開
始

し
ま
す
。
町
民
の
皆
様
へ
の
ご
案

内
は
、
広
報
紙
で
新
庁
舎
の
特
集

号
や
、
職
員
手
作
り
の
行
政
情
報

誌
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
を
ご
配
布

し
ま
す
。
庁
舎
ば
か
り
が
立
派
で
、
職
員

の
応
対
は
最
低
と
い
う
ご
批
判
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
接
遇

態
度
の
良
く
な
い
者
、
説
明
能
力

巴
欠
け
る
者
等
、
徹
底
的
仁
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

0

総
合
公
園
の
多
目
的
広
場
、
ガ
完

成
し
、
こ
の
四
月
か
ら
町
民
大
運

動
会
、か
開
催
で
き
る
よ
う
巴
な
り

ま
し
だ
。
ま
芝
、
待
望
の
テ
ニ
ス

コ
ト
も
オ
プ
ン
し
ま
す
。
(
恰

ペ
ー
ジ
参
照
)
夜
間
照
明
付
き
の
オ

ム
二
コ
ー
ト
六
面
を
備
え
、
体
巴

や
さ
し
い
素
材
で
仕
上
げ
て
い
る

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(
お
わ
り
に
)

分
権
の
時
代
は
、
以
前
に
も
増
し

て
首
長
で
あ
る
私
巴
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ガ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

と
き
、
必
ず
市
町
村
合
併
巴
行
き
着

き
ま
す
。
今
秋
巴
も
、
県
か
ら
「
合

併
の
推
進
区
つ
い
て
の
要
綱
」
、
か
発

表
さ
れ
¥
合
併
の
具
体
的
パ
タ
ー
ン

ガ
一
罰
さ
れ
る
予
定
で
す
。
議
会
を
は

じ
め
、
町
民
の
皆
様
と
真
撃
な
議
論

を
十
分
巴
重
ね
、
最
善
の
万
法
を
選

択
し
て
い
き
ま
す
。

地
方
主
権
の
担
い
手
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
町
民
の
皆
様
で
す
J
O

町
民

一
人
ひ
と
リ
、
万
、
私
だ
ち
の
地
域
、

私
芝
ち
の
町
の
将
来
を
、
主
体
的
巴

深
<
切
実
に
考
え
る
こ
と
か
ら
、
新

し
い
変
革
の
歴
史
、
か
始
ま
る
の
、
だ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

-医，広報しげのぷ4月呈



ム

?

年

度

の

一

十
「
重
信
町
の
さ
い
ふ
」

一

一

の

内

訳

で

す

~

一

亙亙一般会計 60億切00万円

地方交付税

17億7，000万円

29.2% 

会計名

当初予算の会計別内訳 (単位千円)

i対前年同期
伸び率(%)本年度

般

老人保健特別会計

国民健康保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

町営墓地事業特別会計

公共下水道事業特別会計

介護保険特別会計

水道事業会計

.cト
Eコ

..6.. 
n 言十 6，056，000 

2，440，083 

1，503，886 

842，106 

57，257 

172，832 

883，013 

988，617 

12，943，794 言十

ム20.5

0.8 

0.2 

23.5 

10.9 

皆増

皆増

182，4 

2.5 

の主な内容 1~は新規事業Oは継続事業 ( 
O各種住民健康診査等疾病予防事業(55，908)
Olctり・きゅう施術費補闘(840)

教育の推進

O中学生海外派遣事業(1，120)
O北吉井小放送設備・鍛帳改11萎事業(19，870)
O南吉井小教育コンビユ タ一重新(1) ス)(3，360) 
@拝志小プールろ過機改修事業(9，000)

。上林/J ¥校舎耐震・耐力度調査(4，500)
。重信中体育館、運動場防球ネット改修事業(9，000)

O英語指導副手招へい事業(5，283)

社会教育・スポーツの推進

。さわやか健康教室・フィットネス教室の開設(360)

。グランド整備スポーツトラクタ 購入(リ ス)(1，714)

Oツインド ム・トレセン管理業務委託(8，790)
。テニスコ 卜(オム二6面)管理業務委託(5，954)

O町プール屋上防水工事(1，785)

文化の創造

。「松山藩ゆかりの西ノ岡焼」出版事業(1，302)

。指定文化財上林回国供養塔復旧事業補同(900)

交通安全・消防・防犯など

Oガ ドレール・力一ブミラー設置事業(7，118)
O防犯灯設置事業(318)

)内は予算額単位:干円

0防火水槽設置事業(11，700)
0消防ホース格納箱設置事業(1，368)
@小型動力ポンプ自動車購入(7，700)

災害に強いまちづくり

。明木白川・力シヤマ川災害関連改良事業(149，378)

O防災行政無線設備更新(リ ス)(4，644) 

産業の振興

@ベンチャー農業支援事業(800)

O芋根池整備事業計画作成(2，478)
O牛測地区農村総合整備事業(52，133)
O県営定め池整備事業負担金(臥000)
。県営林道上林苅之内線整備事業負担金(19，313)

道路網の整備

0道路新設改良事業(91，300)
O道路維持補修事業(6包194)

その他

0総合公園整備事業(356，135)
。旧庁舎耐震・耐力度調査(6，570)

O町勢要覧作成(3，360)
0町民海外研修実行委員会委託事業(1，657)
O給食センタ 調理設備更新(17，871)

-



-・・予算

当初予算額の推移

億円
120 

129鐘
12渇憧 4，379万円
2，674万円

100 

団 '02億 103億
96箆 100霊 100憶 5，861万円 3，751万円

246方円 1，393万円
9，239万円 " 

84tt ~?億
5.222万円 84B万円

国億
4，525万円

50 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12年度

IRiwl一般会計鵬切00万円

円万
円

Unu 

ウ

f

費

7
，%

牛
一
億
1

民

η
引

4月25日オープンf
総合公圏内テニスコート

一般会計当初予算

環境にやさしいまちづくり

。「地球環境基金JIこ加入、環境教育パンフレット作成(208)
O合併処理浮化槽設置補回の対象地域を拡大(29，103)
。電気生ごみ処理機設置補回金の創設(2，000)

O保育所|こおいて電気生ごみ処理機の効果測定(136)
O地球温暖化に関する率先実行計画の策定(3，150)
Oフラフーベルト事業(通学路周辺lこ花植栽)(125) 
O桜づっみ植樹帯復旧植栽(1，083)
。学校!こ「落ち葉のプール」を設置し腐葉土作成(630)

O河川水質検査・悪臭測定(746)
0公害対策調査・騒音測定(1，600)
。小売百舗庖頭トレイ回収容器購入(630)

0ごみ集積場看板設置・乾電池田収容器購入(315)
O焼却場ダイオキシン類測定(2，329)
。フロンガス回収委託事業(630)

。公害監視装置点検委託事業(2，888)

O粗大ごみ集種場施設整備補回(411) 

分権改革を活かした住民参加のまちづくり

O基本計画策定事業(5，110)
。行政情報誌r<らしの便利帳」作成(6，742)
0まちづくり推進懇談会・町政モニタ一関連(398)

新庁舎を核に高度情報fじされたまちづくり
O住民情報ネットフ ク構築事業(65，000)(11年繰越事業)

。イントラネット拡張事業(6，000)

。現行法令・町例規集検索閲覧システム構築事業(1，362)

介護保険制度の円滑な実施

。生活管理指導員派遣事業(自立ヘルパ ) (2，153) 

。生活管理指導短期宿泊事業(自立シヨ トステイ)(1，921)

O家族介護・介護予防事業(11，144)
。介護保険特別会計繰出金(117，275)

0在宅介護吏援センタ一運営事業(9，579)
0地域ケ7体制整備事業(生活用具レンタル)(3，176) 
Oね左ぎり老人介護人手当(8，400)
0町社会福祉協議会補回(40，635)
0特別養護老人ホ ム建設補回(30，028)

児童福祉・障害者福祉対策など

O私立保育所等補回(3，657)
。無認可保育施設健康支援事業(824)

O保育所工アコン設置事業(9，904)
0児童手当(25，800)
。見奈良駅スロープ設置事業補助(1，050)

O障害者ヘルプサービス事業(2，710)
0在宅知的障害者デイサービス事業(1，444)
O心身障害者共同作業所運営補回(日20)

地域保健など

O母子各種健康診査事業委託(2，592)

..広報しげのぷ4月三



左ヲ
町税等を納付書で納めてい疋主主いて

いる方lこ1;::去、合まで納税組合を通lじて、
納付書を配布していましだ。しめ)、

社会情勢が変化する中、プライ川シ一

保護への配慮が求められており、lまだ
送付遅延等のトラブルも発生している

ことから、合年度から納付書を直接本a

人|こ郵送することにしましだ。

町では口座振替|こよる納付を推進し

ています。口座振替l司、手続きが簡単

で納め忘れがなく、個人のプライパシ

も保護されます。ま芝、町外の金融

機関からも口座振替ができます。納付

者lこは年2回納付済通知書|こよリ振替

結果をお知らせしています。

口座振替を希望される万l豆、税務課

|こご連絡ください。

固定資産課税台帳

縦覧のお知らせ

平成12年度固定資産課税

台帳の縦覧を下記のとおり

行います。

4月1日'"'"'4月20日

(土、日曜日は除く)

午前8時30分~
午後5時15分

役場税務課

き

ところ

と

1>. 
Z芯

議

だ

第
一
七
五
回
重
信
町
議
会
定
例
会
は
、
三
月

一
O
日
か
ら
二
三
日
ま
で
一
四
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
だ
。

平
成
一
二
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計、

水
道
事
業
会
計
の
当
初
予
算
、
平
成
二
年
度

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
、
備
品
購
入
契
約
の
締
結
、
条
例
の
制

定
及
び
一
部
改
正
等
、
五
三
議
案
、
か
提
出
さ
れ
、

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。

ま
だ
、
一
二
月
議
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
左
平
成
一

0
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

及
び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
巴
つ
い
て

は
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。

一
般
質
問
は
五
名
の
議
員
か
ら
、
合
併
問
題

巴
つ
い
て
、
介
護
保
険
巴
つ
い
て
、
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
児
童
・
障
害
者
福
祉
巴
つ

い
て
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
設
置
巴
つ
い
て
、

滞
納
整
理
巴
つ
い
て
、
教
育
関
係
巳
つ
い
て
、

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ト

C
つ
い
て
等
、
様
々
な
質

問
、
ガ
出
さ
れ
ま
し
だ
。

以
下
、
議
決
さ
れ
左
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

。
平
成
十
二
年
度
当
初
予
算

O
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業
回
成

三
O

O
二
万
八
0
0
0
円

O
合
併
処
理
理
化
槽
設
置
補
助

二
九
一

O
万
三
0
0
0
円

。
県
単
独
土
地
改
良
事
業
補
助
金
等

七
六

一
六
万
七
0
0
0
円

よ
り

O
農
村
総
合
整
備
事
業
五
二
一

一二
万
三
0
0
0
円

。

道

路

新

設

改

良

事

業

九

三

一O
万
円

O
総
合
公
園
整
備
事
業

三
億
五
六
二
二
万
五
0
0
0
円

O
拝
士
山
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

七
億
四
一
二
五
万
円

。
平
成
二
年
度
補
正
予
算

O
情

報

管

理

費

六

五

二

O
万
円

。
重
信
町
庁
金
E
盟
国
購
入
物
白
田
売
買
契
約
の
締

-Z
ロ
φ
a
m
 

。
主
な
条
例
の
制
定
及
び
改
正

O
重
信
町
介
護
保
険
条
例
等
介
護
保
険
関
係

条
例
の
制
定

O
重
信
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
O
重
信
町
水
道
給
水
条
例
の
一
+
面
改
正

O
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
だ
め
の
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
巳
伴

う
種
々
の
条
例
の
制
定
及
び
改
正

O
重
信
町
の
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

O
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
巳
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
等
職
員
巴
関
係
す
る
条
例

の
一
部
改
正

O
重
信
町
道
の
路
線
廃
止
、
認
定

。
議
員
発
議

O
重
信
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
巳

つ
い
て

O
重
信
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

C
つ

い
て

-・~議会は誰でも傍聴できます~



5月8日(月)から
新庁舎で業務を
開始いたしま訊
新庁舎住所/重信町大字見奈良5

重信町で|弓、平成12年度から集落排水事業や公共下

水事業を円滑|こ推進するだめ|こ、新定に下水道課を新

設しまし定。

下水道課|こは、下水道係、集落排水係があり、下水

lこ関するすべての業務を一括して担当します。

設置場所は、庁舎移転までの問、暫定的仁別館2階

の企画財政課室内です。

度重なる機構改編で、皆様lこは大変ご迷惑をおかげ

い左しますが、ご協力をお願い致します。

↑現庁舎

うし13;ちえ

南吉井
小学校・GS・
下守

一
拶
社
会
保
険

/

出

張

相

談

所

四
月
か
ら
、
「
健
康
保
険

・
厚

生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
」
巳

つ
い
て
取
り
ま
と
め
の
事
務
を

し
て
い
る
県
庁
の
保
険
課
及
び

国
民
年
金
課
、
ガ
、
「
愛
媛
社
会
保

険
事
務
局
」
と
な
り
ま
す
。
事

務
所
は
次
の
所
へ
移
転
し
ま
す
。

と
こ
ろ
松
山
市
一
番
町

一ーー
九
l

一五

冨
九
四
一
ー
ー
五
三
0

0

事
務
所
移
転

(
県
保
険
・
国
民
年
金
諜
)

健康保険・年金lこついて相談専門員

が個別|こ相談lこ応じます。

とき平成12年5月1日伺)

午前10時~午後4時

重信町商工会館1F相談室

富964-1254C重信町見奈良)

社会保険相談専門員

(松山東社会保険事務所)

※年金手帳、基礎年金番号通知書、ま

だ年金受給者の万は年金証書をご持

参<ぜさい。

ね
九
き
九
|

|

ね九き九

ところ

相談員

ね
九
き
九

Q 会祉を退職して
自営業を始めました。
国民年金の加入手続
きを教えてください。

..広報しげのぷ4月号

A 
第1愚被保険者として手続きをします。
厚生年金の加入者である会社員は、同時lこ、

国民年金の第2号被保険者でもあります。会社

を退職されると厚生年金保険は自動的|こ資格

喪失となりますか¥国民年金lこは60歳未満であ

れば引き続き加入しなくてはなりません。自営

業を始められるということなので、第1号被保

険者として種別変更届の手続きをしてく芝さい。

このとき忘れてはなら毛よいのは、あな左に扶

養する妻(夫)がいる場合、あな左芝、けでなく配

偶者の種別変更届も必要となることです。会社

員!こ扶養される妻(夫)は第3号被保険者ですガ¥

自営業の妻(夫〉は第1号被保険者|こなりますので¥

必ず手続きしてくだ、さい。ま定、保険料はそれ

ぞれが、納めること!こなります。



れcte-)Qたスターf、

1:1 I際見限
以前から問い合わせの多かっ左重信町の65歳以上の方(第1号被保険者)の保険料

(基準額)は、年額で37，703円になりましだ。 1ヶ月当だり|こ換算すると、 3，142円となります。

なあ、保険料は所得状況lこ応じて、下表のよう|こ5段階!こ区分して算定され、低所得者の方々の負担ガ、重くなら

ないよう配慮されています。

介護保険料の算定に関する墓準及び保険料(年額)

段階 対 象 者 保険料(年額) 保険料の設定方法

第7段階
生活保護支給者等

18，900円 基準額XO.5住民税世帯非課税かつ老齢福祉年金受給者

第2段階 住民税世帯非課税等 28，300円 基準額XO.75

第3段階 住民税本人非課税等 37.700円 基準額X1

第4段階
住民税本人課税等

47，100円 基準額X1.25 (本人の合計所得金額が250万円未満)

第5段階
住民税本人課税

56，600円 基準額X1.5 (本人の合計所得金額ガ、250万円以上)

65歳以上の方の保険料の特別対策について
介護保険の65歳以上の万(第1号被保険者)の保険料lこついては、高齢者の皆様が介護保険の制度|こついて理解を
深めながら新だな負担!こ慣れていだだ、くだめ、国の特別対策として、次のとおり段階的に保険料を納めてい左芝、

くこと仁なりましだ。

。平成12年4月から9月までの半年閣の保険料は全額国が負担しますので、徴収しません。
Oさらに平成12年10月から平成13年9月までの1年聞は、保険料の半額を国が負担することになり、その期間本
来の保険料が半額に軽減されます。

。平成13年10月から、本来の保険料の額となります。

平成12年度 平成13年度 平成14年度

保険料を ; 半額 | 半額 l 本来の額→
司.------------------------------------ 回目ー司ーーーーーーーーーーーーーーー

徴収しない

平成12年4月 10月 平成13年4月 10月 平成14年4月 10月 平成15年4月

国の特別対策による、第1号被保険者の各段階別の年度別保険料(年額)
平成12年度保険料(年額)本来の保険料の1/4平成13年度保険料(年額)本来の保険料の3/4平成14年度保険料(年額)本来の保険料

第1段階の万 4，700円 14，100円 18，900円
第2段階の万 7.100円 21.200円 28，300円
第3段階の方 9，400円 28，300円 37，700円
第4段階の万 11，800円 35，300円 47.100円
第5段階の万 14.100円 42，400円 56，600円

※各段階の対象者は上の表のとおりです。

第2号被保険者(40---64歳)の保険料について

40~64歳の方(第2号被保険者)1革、加入している医療保険を通じて医療保険料lこ介護保険料分を上乗せして支払

います。各保険者が従来支出してき左老人医療費分の一部が介護保険の対象|こ置き換えられる定め、実際|こは介

護保険料まるまるではなく、その置き換え分を差し引い左金額ガ

康保険組合や政府管掌健康保険などの医療保険でで、は月収|巳こ対する保険料率ガが、そその分高くなり、国民健康保険など

では、保険料(税)がその分増額されること!こなります。ま芝徴収|こついては、 4月より開始されます。

笹田



平成12年4月1日かう小型合併処理浄化槽の補助対象区域が拡大されま

した。その補助金の概要についてお知5せします。

EE泡bEヨf>>j伝聖重居間~~程動車且æ.ーを:ヨ陸軍'E:iB函'.4.:i，ê定借量

1 農業集落排水事業対象区域

2.公共下水道事業認可区域

E細胞~jif~問自l:i住圃

1 .処理対象人員10人以下の小型合併処理浄化槽

2.浄化槽法!こ基づく構造基準lこ適合するもの

3. BOD除去率90%以上、放流水のBODが20mg/Q以下のもの

4.小型合併処理津化槽設置整備事業の国庫補助指針に適合し左もの

EE富岡E苦言圃
1 専用住宅及び併用住宅|こ小型合併処理浄化槽を設置する者

2.次!こ該当する者は除きます

0浄化槽法lこ基づく設置届の審査又は建築基準法!こ基づく確認を受けていない者

O住宅等を借りている者で、所有者の承諾が得られない者
0補助事業の期間内lこ浄化槽を設置することが、できない者

0販売を目的とする住宅|こ設置する者
O法人

EE出席ヨ量産主E

人 槽 補ElIJ金額

5人槽 354，000円

6~7人槽 411，000円

8~10人槽 519，000円
※人槽区分及び補助金額は、国庫補回基準額の変動lこより
変更することがあります。

EE主自主電話6~童彊~墨寄電車

補助金交付申請

↓ 

|建築確認通知書の写しま左は審査機関を経由し左浄化槽設置届出

書の写しゃ事業計画書などを添付してください

|補助金交付決定通知|決定通知書を受けてから工事|こ着手してく定さい

国防広報しげ叩月号

↓ 
海化槽設置工事 |設置工事の当日現場確認をします

↓ 
実績報告

↓ 

|工事が完ゴしだら必要書類を添え速やか団告してく芝さい
実績報告の審査及び浄化槽の設置検査を行います

補助金交付請求 |補助事業者から町長へ

↓ 
補助金交付 |補回事業者指定の金融機関へ振込みます

問い合わせ先住民環境課冨964-2001(代)内線231



平
成
一
二
年
川
内
町
・

重
信
町
消
防
出
初
式
が
三

月
五
日
、
川
内
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
、
両
町
消
防
団
員

な
ど
約
六

O
O名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防

火
演
技
、
両
町
消
防
団
員
に
よ
る

ポ
ン
プ
操
法
、
第
一
四
回
全
国
婦

人
消
防
操
法
大
会
に
愛
媛
県
代
表
と

し
て
参
加
し
た
田
窪
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

に
よ
る
操
法
等
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
消
防
団
員
の
表
彰
が

あ
り
、
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

~一〉ぐ--私達の田了を守ってくれてありがとう

‘国

お
め
で
と
う
ご
き
い
ま
す
敬
称
略

消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

伊
賀
義
夫
(
本
部
)

日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

精
績
章
高
須
賀
公
(
本
部
)

婦
人
消
防
隊

田
窪
婦
人
消
防
隊

婦
人
消
防
隊
員

山

本

都

愛
媛
県
知
事
表
彰

j度和
部田

邦
夫
(
本
部
)

正
(
第
1
分
団
)

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
丹
生
省

勤
続
章
高
須
賀

岡
本
池
川
喜
原
相
原
宮
野
岩
田

博
(
第
1
分
団
)

靖
(
第
1
分
団
)

光
(
第
1
分
団
)

進
(
第
2
分
団
)

昭
夫
(
第
2
分
団
)

彰
(
第
2
分
団
)

重
春
(
第
3
分
団
)

雄
次
(
第
3
分
団
)

中
央
消
防
回
連
合
会
長
表
彰

岩窪森本目山中吉水加
田田本原中川岡田藤

徳
昌
(
第
1
分
団
)

博
道
(
第
1
分
団
)

茂
夫
(
第
1
分
団
)

金
吾
(
第
2
分
団
)

茂
三
(
第
2
分
団
)

主
一
(
第
2
分
団
)

純
次
(
第
3
分
団
)

正
道
(
第
3
分
団
)

仁
(
第
3
分
団
)

重
信
町
長
表
彰

岩
井
一
重
(
第
1
分
団
)

和
田
文
夫
(
第
1
分
団
)

吉
本
孝
士
山
(
第
1
分
団
)

久
保
秀
之
(
第
1
八
刀
団
)

山
内
園
義
(
第
1
分
団
)

越
智
康
生
(
第
2
分
団
)

玉
乃
井
浩
(
第
2
分
団
)

武
智
政
重
(
第
2
分
団
)

藤
本
和
久
(
第
2
分
団
)

佃

一

彦

(

第

2
分
団
)

井
門
政
之
(
第
2
分
団
)

杉
木
和
重
(
第
3
分
団
)

丹
生
谷
衛
(
第
3
分
団
)

青

井

浩

(

第

3
分
団
)

永
野
浩
二
(
第
3
八
刀
団
)



型 炉の 大
平成12年1月15日に「夕、イオキシン類対策特別措置法jが施行されました。

小型焼却炉の規制が強化されます。概要はつぎのとおりです。

1 .. :，'"規制対 焼却能力1時間あだり50kg以上、又は火床面積O.5m以上の小型焼却炉

(複数施設設置の場合|芸、それらの合計能力〉

-既設施設の使用や、設置、構造変更など県知事への届出が必要です。

(下表のとおり)

・排ガス・ばいじん・焼却灰等|こついて、年1回以よの夕、イオキシン

類測定及び知事への測定結果の報告が義務付けられ、測定結果let公

表されます。

・排出基準を超過すると焼却炉の使用ができなく芯るなど、規制ガ、強

化されます。又、違反者lこは罰則が課せられます。

・法律施行を契機|こ焼却炉の使用をやめる万は、施錠など応急措置の

後、廃棄処分するようお願いします。

-届出関係

平成12年1月15日現在、特定施設を設置している方(設置工事をしている場合を含む。)

又は、合後、特定施設を設置しようとする万1eJ;、次のような届出ガ、必要です。

(届出書1eJ;製本lこ写しを添えてくたささい。)

届出の種類 届出を要する場合 届出の期限

使用居 既に設置されている施設か、特定施設lこなっ左 未提出の万1eJ;至急提出のこと

場合

設置届 新だlこ施設を設置する場合 工事着手の60日間まで

構造等変更届 施設の構造、使用の方法、発生ガス・汚水・廃 同上

液の処理の方法を変憂する場合

使用廃止届 施設を廃止しだ場合 廃止後30日以内

氏名等変更届 氏名、名称、代表者や住所ガ、変更になっ芝場合 変更後30日以内

承継届 施設の譲渡・貨(昔、相続、合併があっ左場合 承継後30日以内

問い合わせ先松山中央保健所富941-1111

3. 'お い 簡易焼却炉(処理能力1時間あだり50kg未満、又let火床面積O.5m未

満)やドラム缶などで焼却をしている万lこお願いします。

これら施設は、夕、イオキシン類対策特別措置法の規制対象!こはなり

ませんが¥これらの施設でごみを燃やしだ場合、煙や臭いで近所|こ迷

惑がかかる定けではなく、ダイオキシン等の有害な物質ガ発生すると

言われています。この法律の施行を契機lこ、使用をやめるようお願い

します。

広報しげのぷ4月号



平
成
一
二
年
度
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
、
左
記
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。

。
注
射
料
は
二
八
五
O
円
で
す
。

(
期
間
中
巴
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
最
寄
の
動
物
病
院
で
受

け
て
く
、
定
さ
い
。
)

O
犬
の
登
録
は
、

一
生
涯
一
回
で、

登
録
料
は
三
0
0
0
円
で
す
。

(
生
後
九
O
日
を
経
過
し
だ
犬

は
、
必
ず
登
録
し
て
く
、
左
さ
い
。
)

.4月27国側
播麿台団地集会所

新村集会所

北野田公民館

南野田集会所

上村集会所 13:00~13:20 

上村よノ段ポンプ蔵置所前 13: 30~ 13: 50 

下林西の益集会所 14: 00~14: 20 

下林仙幸寺集会所 14 ・ 30~14 : 50

9:30~10:10 

10:20~10:40 

10:50~11 :10 

11 :20~什 :50

.4月24日(月)
山之内公民館

山之内岡えん堤 10:05~10:15 

山之内荒木首バス停 10:20~10:30

山之内井口公民館 10:35~10:50 

樋口公民館 11 :00~11 :55 

横沼原二本松 13:00~13:30 

横沼原療養所前 13:40~14:20 

見奈良公民館 14:30~15:00 

9:50~1 0:00 

9:30~ 9:40 

9:50~10:00 

9:30~10:00 

10:10~11 :00 

10: 1O~10:20 什・ 10~12:00

。
登
録
し
だ
犬
、
か
死
亡
し
左
時
、

ま
だ
は
犬
の
飼
い
主
・
所
在
地

、
ガ
変
更
し
芝
場
合
は
役
場
住
民

環
境
課
ま
で
届
け
出
て
く
ぜ
さ

l
i
u
 

冨
九
六
四
二
O

O
一
紛

内
線
二
三
二

10:30~10:50 

11 : 00~11 : 10 

.4月28日働
上林j勇7l<集会所

上林中筋集会所

上林奇バス停

上林公民館

上林花山集会所

上林二ノ瀬集会所

下林八幡集会所 13:00~13:20 

下林助兼集会所 13:30~13:45 

下林旧拝志森林組合前 13:50~14: 10 

下林別府窟庫前 14:20~14:50 

13 ・ 00~13:30

13 ・ 40~14 : 00

.4月25日0X.)
横河原公民館

志津川集会所

八反地集会所

西岡集会所

西岡池之下集会所

田窪公民館 11 :20~11 :45 14:10~14:50 

9 ・ OO~ 9:50 

10: OO~ 10: 50 

11 : OO~ 11 : 50 

13 :00~13:30 

13 ・ 40~14 :20 

.4月26目。11<)
役場駐車場

田窪団地集会所

田窪公民館

堀池集会所

牛測集会所

牛m団地第2集会所

‘E・

14 ・ 30~15:00

English -English -English -English -English -English -English -English -

4 
∞ 
bll 

s ①サンドイツチは、最初イギリスからきまし定。
占 叫叫 cam山m
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~ In Africa 1 saw and ⑤多くのイギリス人は、日本のバイクlこ乗ります。き

T ④学生の時は、母が私のシャツにアイロン掛けを Ma町 Englishpeople ride i 
v 

宣 してくれましだ。しかし会は、自分でしなけれ Japanese E 
E lぎなりません。ーそれが人生。 ⑥私Ict，8本のテレビ聞かりません。 寺
同 町
When 1 was a school student my mother 1 don't really understand 

2ironed my---However，nowI must Japanese--- z 

~ do them -well that's life. ま
同 町
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t:J'"' ~観~韓宝緩急、顔色言~~~~

一スコ
l
卜

4
/
缶
オ
ー
プ
ン

皆
さ
ん
巴
ご
利
用
い
だ
、
だ
い
て

い
る
総
合
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
西
側
に
、
こ
の
だ
び
、
待
望
の

「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
ガ
完
成
し
、
四

月
二
五
日
か
ら
利
用
、
ガ
可
能
巴
な

り
ま
し
定
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
全
部
で
六

面
あ
り
、
す
べ
て
人
工
芝
コ
ー
ト

で
す
。
そ
の
内
の
五
面
仁
は
ナ
イ

タ
ー
設
備
が
あ
り
ま
寸
の
で
、
お

気
軽
巴
ご
利
用
<
芝
さ
い
。

開
園
時
聞
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
一

O
時
ま
で
で
す
。
ま
芝
、
使

用
料
は

一
面
一
時
間
ハ

O
O
円
で

す
。
(
夜
間
は
照
明
使
用
料
と
し
て

四
0

0
円
加
算
、
町
外
の
方
は
二

O

%
増
し
と
な
り
ま
す
。
)

利
用
手
続
き

利
用
す
る
日
の
三
ヶ
月
前
の
月

の
初
日
(
休
み
の
場
合
は
翌
日
以
降
)

巴
、
教
育
委
員
会
施
設
課

C
お
申

し
込
み
<
芝
さ
い
。
(
そ
の
五
日
前

か
ら
申
請
の
み
可
能
)

芝
、
だ
し
、
四
月
の
み
受
け
付
け

日
を
七
日
聞
と
し
、
四
月
二
五
日

か
ら
七
月
末
日
ま
で
の
利
用
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
(
予
約
、
か

入
っ
て
い
な
い
日
は
、
利
用
当
日
、

総
合
公
園
管
理
事
務
所
で
手
続
き

を
す
れ
ば
使
用
で
き
ま
す
。
)

当
日
行
っ
て
も
使
え
る
か
も

※
四
月
か
ら
、
緑
地
公
園
の
テ
二

ス
コ
l
卜
を
利
用
寸
る
場
合
(
予

約
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
に
限

る
)
は
、
事
前
に
施
設
課
で
利
用

券
(
一
時
間
五
O
円
)
を
購
入
し
、

コ
ー
ト
巴
備
え
て
あ
る
ポ
ス
ト

巴
利
用
券
を
投
入
し
、
コ
ー
ト

を
使
用
で
き
る
よ
う
巴
な
り
ま

し
だ
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
施
設
課

富
九
六
四
|
一
五
O

O
仰
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一一一一寸罰百一一一一一一一一一一一寸まI五一一一一一一一一一一「罰百一一..  

とき| 内 容
|元気な赤ちゃんの出産のために

5月11日同|・教えて lあなだの快適妊娠ライフ
午後1 時30分~3時|・座談会 「楽しいひとときのだめ巴リ

5月17日同|莞222ZE222り切る呼吸法
午後1 時30分~3時|・座談会「茶話会でリフレッシユリ

5月24日体)
午後1 時30分~3時

赤ちゃんが生まれたら・..
・出生手続きと赤ちゃん用品を選ぶコツ
・座談会「こん巴ちは赤ちゃん tJ

5月30日附 |育児座談会
午後1 時30分~3時 1 1赤ちゃんと先輩お母さんと一緒巴 」

希望日 |夫婦で頑張る育児を応援!
11お父さん出番です|

(夜間巴行います)I 一実践赤ちゃんのお風呂一」

ミら 4をす改悼を皆
ザ、。善昌とき

ゃ言221ztZ22h 
か回るし。のてる箕リ毎

主主主Z?と三22杭
1 

夫私 を以之Lル乙 F 

2111iZ122Z 
ビリ教室
I:M. 

議ぞラノ楽Lるラノ
侠越妊娠生活

近所lこ友達を作りませんか?

同じ時期lこ出産するお母さん達刀、集まって、妊娠・

出産・育児lこついて話し合い、 l情報受換を行う場とし

て、左表のとおり母親学級を開催します。

・ところ 町民会館

・持参畠 母子健康手帳

・申し込み期限 5月10日付く)

健康づミり料理講習会

あがZZ管が夫?
-あ，3i5

~正しい指のとり方を学ぼう~
みなさんは、コレステ口←ルを増やさないだめには

「コレステロ-Jレの多い食品をとり過ぎないのが一番 !J

と考えてはいませんか?コレステロールを含む脂|こは、

適度lことることでコレステロ ルを下げるものと、とリ

過ぎ|こよって上げるものか、あるので、上手|こ脂をとる

ことが決め手です。

そこで、高脂血症予防の左め!こ次のとおり健康づく

り料理講習会を開催します。

・内容頭と体と胃袋の勉強会

~全身を使って体験学習しよう~

①ここ芝けのお話

②調理実習

③試食会

・準備吻 筆記用具・エプロン

・参加費無料
町で実施しているリハビリ

教室は、生活のI暑での日常生
活を改善することが、目的で

す。身体的な面ばかりでな

く、精神的・環境的側面から

も考慮して実施しています。

4月 6日(対・ 5月18日休)

6月 1日(対・ 7月 6日休)

8月 3日(対・ 9月 7日休)

・申し込み先 地区衛生委員ま芝は町管理栄養士

I:Mtl 
5月 9日(刈樋口公民館

現在何らかの病気で日常

生活の動作lこ困難のある万、

病院を退院し、会後も機能

回復のため!こ訓練が必要な

万等l耳、ぜひご参加下さい。

@介護保険で要支援又は要

介護の介護認定を受けられ

定方は、対象外となリます。

10月 5日(対・ 11月16日休)

12月 7日(木j・1月18日休)

2月 1目的・ 3月 1日休)

・ところ

町民会館1階和室

・時間

午後1 時30分~3時

6月12日伺) 北野台団地公民館

10月19日(村牛測団地第2集会所

11月 1日依) 山之内井口公民館

1月30日(刈北野田公民館

2月 7日体) 八反地公民館

・時間午前10時~午後12時30分

‘盟国



|ほけん ほけん ほけん 目

接種
と き 対 象

5月 9日(火)
平成11年7月1日~平成12年1月31日生まれ

及ひ生後90か月未満の未接種児

5月12日(金)
平成11年2月1日~平成11年6月30日生まれ

及び生後90か月未満の未接種児

午後1時30分"'2時(時間厳守)
*受何時間が変更になりました。ご注意下さい。

・ところ町民会館2階大ホール に之¥川r I 
画 塾 o下痢をしていると受けられません o~ìij)句

Oポリオ予防接種|こついての詳細は、「予防

接種子帳(予防接種と子どもの健康)J及び

予防接種ガイドブック等をお読み下さい。

O毎年5月・ 10月lこ実施しています。

-受付時間

を康開
ダ詳・しづ催

土 ぜ、支'4.¥しさまくい
雷まお必 』ーくっすり健
在で申毛主。{らち協を oの
、とし nミ 】百~\ d3 t:. 

ψTL-2 
わ七 湯 接 o多民参 伝
也、 O t県穫ての加い
に 健をユ健く
宅 却格稼標記
也 管く唱力さ

芝 握手事ヒい

を
予防しようff

生活習慣病の予防lこは食生活改善は欠かぜない

ものです。健診で検査値の高かつだ方、食生活を

見直してみ左い方、ぜひ栄養相談をご利用く芝、さ

・内容

3日間の食事記録|こ基づき、力口リ 計算や栄

養!こ関するお話、まだご質問など|こ管理栄養士

がお答えします。

・実施日 毎月第2・第4金曜日

・時間午前9時~午後12時

(1人|こ1時間程度 ※予約制)

※ご希望!こより午後も実施可能です。

健康改善教室
-5月のご案内一

平成12年度の健康改善教室のテーマは、「私の

生活習慣見直し年、健康な21世紀を迎えるだめlこリです。

日頃の生活習慣を見直し、健康づくリのだめlこチャレンジ、してみませんか。

5月IctI運動」ガ、テーマです。運動のできる服装でご参加下さい。

・とき 5月25日(木)午後1 時30分~3時

・ところ町民会館2階第1・2研修室

・講義・実技 日々できる足腰鍛える運動

・講師愛媛大学教育学部回教授浅井

ポイントアドバイス

「甘い宅のが食べ定い!!J
という方へ......

Eこれだけは守ろう。その①時間
私達の体は日中エネルギ を消費し、

夜エネルギ を蓄積するしくみ!こなって

います。そのだめ、夜間甘いものを食べ

ると脂肪として蓄積されやすいので、な

るべく日中lこ食べるよう|こしましょう。

・これだけは守ろう その②種類

パタ やクリ ム左っぷりの洋菓子よ

りも、ょうかんなどの和菓子の万が脂肪

分が少な目です。洋菓子と和菓予を上手

|こ選ぶようlこしましょう。

典英

.，広報しげのぷ4月号



一
人
一
人
が

大
切
に
さ
れ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て

知
っ
て
い
ま
す
か
?

「
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業
」

'ズジグ
ノ4

新
し
い
年
度
を
迎
え
ま
し
定
。

新
庁
舎
落
成
を
間
近
巴
ひ
か
え
、

新
生
重
信
町
の
歩
み
へ
の
ス
タ

ト
の
年
度
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
本
町
で
は
、
「
一
人
一

人
が
大
切
に
さ
れ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
」
、
平
成
十
年
度
よ
り

三
力
年
間
の
予
定
で
、
「
教
育
総

合
推
進
地
域
事
業
」
巴
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
本
年
度
は
そ
の
最
終

年
度
で
、
研
究
の
成
果
を
ま
と
め

る
年
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
文
部
省
の
指
定

事
業
で
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
精

神
を
高
め
、
一
人
一
人
を
大
切
巴

し
芝
教
育
を
推
進
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
の
総
合
的

な
取
り
組
み
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
の
事
業
巴
取
り

組
む
定
め
、
教
育
総
合
推
進
会
議

を
設
置
し
、
事
業
計
画
を
立
て
、

学
校
及
び
各
社
会
教
育
団
体
等
で

特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
最
終
的
巴
は
、
町
民

総
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
目
指
し

て
い
ま
す
の
で
、
本
号
で
は
、
そ

の
基
本
的
な
考
え
を
紹
介
し
芝
い

と
思
い
ま
す
。

推
進
目
標

す
べ
て
の
町
民
の
し
あ
わ
せ

と
、
あ
だ
だ
か
い
郷
土
の
実
現

を
目
指
し
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
、
か
一
体
と
な
っ
て
、
町

民
総
ぐ
る
み
の
人
権
教
育
を
推

進
す
る
。

研
究
主
題

一
人
一
人
、
か
大
切
巴
さ
れ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
だ
、
ね
ら
い
を
明
確
巴
し
、

取
り
組
み
の
方
向
を
よ
り
具
体
的

に
す
る
芝
め
巴
、
次
の
よ
う
な
研

究
の
視
点
を
設
定
し
ま
し
色
。
だ

芝
漠
然
と
取
り
組
む
の
で
は
な

く
、
常
仁
次
の
こ
と
を
念
頭
仁
置

い
て
取
り
組
み
芝
い
も
の
で
す
。

わ

研
究
の
視
点
(
取
り
組
み
の
視
点
)

-
子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
す

る
0

・
家
庭
の
在
り
万
を
問
い
直

す
0

.
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
。

で
は
、
具
体
的
巴
ど
ん
芯
取
り

組
み
を
す
る
の
か
、
そ
の
概
要
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

実
践
の
柱

①
家
庭
の
親
や
地
域
住
民
へ
の

学
習
・
啓
発
活
動
の
推
進

②
学
校
巴
お
け
る
取
り
組
み

ァ
、
教
職
員
の
研
修

イ
、
人
権
意
識
を
高
め
る
だ

め
の
教
育
の
推
進

ウ
、
充
実
し
だ
学
校
生
活
の

実
現

工
、
保
護
者
・
地
域
住
民
へ

の
啓
発
活
動
の
推
進

ォ
、
学
力
・
進
路
の
保
障

③
指
導
者
の
育
成

次
号
よ
り
、
取
り
組
み
の
具
体

的
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
き
芝
い

と
思
い
ま
す
。

議議奴
司会
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‘悶

一
匹
臼
ど
も
社
会
は

C

食
入
社
会
の
反
映
で
す

今
年
度
は
、
さ
ら
巴
、
い
じ

め
・
不
登
校
や
非
行
防
止
等
巴

向
け
、
町
民
あ
げ
て
組
織
を
生

か
し
取
り
組
ん
で
い
き
だ
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
だ
め
巴
、
組
織
の
見
直

し
ゃ
連
携
の
在
り
方
な
ど
も
再

検
討
し
、
子
ど
も
社
会
の
変
化

巴
対
応
し
だ
大
人
の
目
で
、
温

か
く
見
守
リ
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
生
か
し

な
が
ら
、
活
動
の
最
重
点
事
項

で
あ
る
「
声
か
け
運
動
の
展
開
」

は
、
大
人
同
士
の
運
動
と
し
て

も
広
げ
て
い
き
だ
い
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
社
会
は
大
入
社
会

の
反
映
で
す
。

最
近
は
、
な
ん
と
な
く
世
の

中
が
気
忙
し
く
、
人
間
関
係
も

ぎ
す
ぎ
す
し
が
ち
で
す
、
か
、
ま

ず
、
大
人
か
ら
、
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。
い
い
天
気
で
す
ね
。
」

「
先
日
は
あ
り
、
か
と
う
ご
ざ
い
ま

し
だ
。
」
「
お
元
気
で
、
さ
よ
な

ら
。
」
な
ど
と
、
笑
顔
で
明
る
い

あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
、
問
題

の
あ
る
行
為
仁
は
、
温
か
い
心

で
注
意
し
あ
い
芝
い
も
の
で
す
。

町
外
の
万
か
ら
「
重
信
町
の

子
ど
も
さ
ん
は
、
よ
く
あ
い
さ

っ
し
て
く
れ
る
か
ら
気
持
ち
が

い
い
の
よ
。
」
と
い
う
話
を
聞
く

だ
び
に
、
運
動
の
成
果
も
上
が

っ
て
き
て
お
り
、
あ
り
が
芝
い

な
と
し
み
じ
み
思
う
の
で
す
。

し
か
し
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

非
行
問
題
等
は
や
や
増
加
傾
向

巴
あ
り
、
大
変
心
配
で
す
。
こ

と
ば
遣
い
も
あ
ら
く
、
ち
ょ
っ

と
し
左
こ
と
で
、
す
ぐ
キ
レ
、

心
の
悩
み
も
複
雑
で
深
刻
で
す
。

7
7
ど
も
の
目
線
巴
立
っ
て
、

見
て
考
え
、
心
豊
か
で
だ
く
ま

し
い
青
少
年
を
共
に
育
て
ま
し

ょ
う
。
(
重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題

連
絡
会
議
)
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「
自
昇
」
を
読
ん
で

重
信
中
三
年

矢
田
部

啓

こ
の
作
自
を
読
み
終
え
た
後
、
僕

は
深
い
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。
僕
は

「4
フ
昔
物
語
集
」
の
こ
の
話
を
知
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
、
二
つ
を
比
べ
な

が
ら
読
ん
で
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

芥
川
の
「
量
」
が
と
て
も
す
ば
ら
し

い
と
思
え
ま
し
た
。
た
い
て
い
の
昔

話
は
、
出
て
く
る
人
物
に
あ
ま
り
人

間
昧
を
感
じ
な
い
こ
と
が
多
く
、
「
4

フ

昔
物
語
集
」
で
の
こ
の
話
も
、
こ
れ

に
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ま

ず
容
姿
が
人
並
は
ず
れ
て
い
る
こ
と

で
そ
う
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
鼻
が
と
て
も
長
い
人

だ
と
聞
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
人
闘

で
あ
る
の
に
、
人
間
で
な
い
よ
う
な

気
が
し
て
き
ま
す
。
で
も
、
芥
川
の

「
自
昇
」
で
は
、
鼻
が
大
き
い
と
い
う
と

こ
ろ
は
残
さ
れ
て
い
る
の
に
、
人
間

昧
が
き
ち
ん
と
感
じ
と
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
芥
川
龍
之
介
は
、
過
去
の
作

田
を
二
十
世
紀
の
名
作
の
一
つ
に
か

え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
僕
が
読
み

終
え
て
最
初
に
感
じ
た
感
銘
は
、
た

ぶ
ん
こ
の
芥
川
龍
之
介
の
偉
大
な
業

績
に
対
し
て
畏
敬
の
気
持
ち
を
も
っ

た
こ
と
か
ら
き
た
も
の
だ
と
患
い
ま

す。
と
こ
ろ
で
、

芥
川
の
ーーー、

巨ヨ

手早
」ーーー

に
感

じ
た
人
間
昧
で
す
が
、
な
ぜ
人
間
昧

を
感
じ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
や
は
り
、
人
間
な
ら
ば
こ
う
す

る
で
あ
ろ
う
行
動
、
こ
う
な
る
で
あ

ろ
う
山
理
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る

こ
と
や
、
そ
の
人
が
と
っ
た
行
動
仁
、

人
で
あ
れ
ば
必
ず
あ
る
で
あ
ろ
う
山

理
が
補
足
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
頭

の
中
の
文
宰
か
ら
で
き
あ
が
っ
た
人

物
の
行
動
が
、
非
常
に
人
間
ら
し
く

感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

で
は
、
人
間
昧
を
感
じ
な
い
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
は
、
人
間

的
魅
力
を
感
じ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
的
魅

力
を
感
じ
る
に
は
、
ま
ず
、
対
象
が

人
闘
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
か

ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
少

し
ひ
ね
る
と
、
人
間
昧
を
感
じ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
人
間
的
魅
力
を
感

じ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
次
に
あ
げ
る
こ
と
は
、
人
が
突

然
変
わ
る
と
他
人
か
ら
は
変
に
見
え

る
と
い
う
山
理
で
す
。
こ
の
話
の
中

で
、
量
が
大
き
い
の
を
直
し
て
、
か

え
っ
て
笑
い
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
が
お
こ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
、
考
え
て
い
く
に
つ
れ
て
、

大
き
な
教
訓
で
あ
る
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
人
は
様
々
な
長
所
や
短
所

を
持
っ
て
い
る
し
、
ま
た
、
様
々
な

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
そ
の
人
の
人
間
的
魅
力
で
あ

り
、
こ
の
物
語
は
、
何
が
人
間
的
魅

力
な
の
か
を
主
体
を
通
し
て
語
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
人
間
的
魅
力
と
は
、

ど
ん
な
に
ひ
ど
い
短
所
に
見
え
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
直
し
て
し
ま
う

と
も
っ
と
ひ
ど
く
な
る
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
考
え
て
、
「
あ
り
の
ま
ま
の
白

ハ
主
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

人
は
そ
れ
ぞ
れ
理
想
像
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
理
想
像
が
あ
ま
り
に

も
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
状
態
を
考
え

る
と
、
人
ら
し
く
な
く
な
っ
て
い
る
、

つ
ま
り
、
人
間
昧
を
感
じ
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

短
所
を
す
べ
て
治
し
て
完
壁
に
な
っ

た
人
は
人
ら
し
く
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り

に
も
他
人
に
迷
惑
に
な
る
こ
と
で
な

け
れ
ば
、
短
所
を
治
そ
う
と
考
え
ず
、

ま
た
、
自
分
の
短
所
を
悪
い
も
の
だ

と
考
え
る
よ
り
も
、
自
分
の
短
所
も

自
分
の
ひ
と
つ
。
そ
の
短
所
が
な
く

な
る
こ
と
は
、
自
分
が
自
分
で
な
く

な
る
こ
と
だ
と
考
え
、
自
分
の
短
所

も
受
け
入
れ
て
、
「
あ
り
の
ま
ま
の
自

分
」
を
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
の

理
想
像
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
自
分
を
変
に
着
飾
る
こ
と
も
、

背
伸
び
し
た
り
す
る
こ
と
も
、
必
要

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
や
は
り
、

一
一
首
大
切
な
の
は
、
「
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
」
、
そ
れ
と
、
「
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
」
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
「
自
分
」
、

そ
れ
は
つ
ま
り
、
周
り
を
気
に
し
な

い
「
自
分
」
、
「
自
分
」
に
自
信
を
持

て
る
「
自
分
」
、
つ
ま
り
、
す
べ
て
は

「
自
分
」
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま部て(
紙

しさい百
たんた史
)壁E訴
ーー 「込 .6. 

月 ま巨
重しょ

Eたり
をま部
卒た省
業、略

さ矢さ
れ田せ

作
品
講
評

「こ
の
作
品
の
主
人
公
巴
は
人
間
a

昧
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
巴
心
を

今動
か
さ
れ
、
こ
こ
を
重
点
巴
読
み
、

v

考
え
て
い
ま
す
。
ま
定
、
こ
の
作

品
を
通
し
て
、
作
者
の
意
図
を
探

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

主
人
公
を
通
し
て
人
間
の
抱
<
心

V

理
を
的
確
巴
つ
か
み
、
，そ
の
願
い
が

A

度
を
超
え
だ
と
き
の
H

あ
わ
れ
さ
H

-

H

み
巴
<
さ
M

M

わ
び
し
さ
F

J
H
i

む
な

'

し
さ
μ

な
ど
と
い
う
も
の
巴
気
づ
い

て
い
ま
す
。
最
後
に
、
「
人
聞
の
魅

力
と
は
何
か
」

「人
聞
は
、
ど
う
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

巴
鋭
<
切
り
込
み
、
説
得
力
の
あ
る
、

し
か
ち
、
筆
者
の
顔
の
よ
く
出
た

ノ

感
想
文
で
す
。

..広報しげのぷ4月号



缶
を
食
べ
続
り
て
七
年
半

雪
コ

『
〈
一
つ
か
ん
鳥
』

が
札
お
疲
れ
さ
ま
て
じ
た

皆
き
九
の
お
手
一
π巴

志
〈
損
券
は
あ
り
ま
ぜ
九
か

皆
様
の
お
手
元
巴
残
っ
て
い
る
交
換

券
を
、
次
の
と
お
り
図
書
券
や
切
手
と

交
換
し
ま
す
。

期
間
四
月
一

O
日
制
j
二
八
日
倒

(
土
日
を
除
く
)

午
前
八
時
三
O
分

5
午
後
五
時
ま
で

交
換
場
所
町
民
会
館
一
階

事
務
所
窓
口

交
操
要
領

交
換
券
千
枚
・
:
五
O

O
円
の
図
書
券

と
交
換
し
ま
す
。

受
換
券
、
か
千
枚
巴
満
左
な
い
場
合
・•• 

枚
数
巴
応
じ
て
五
O

円
切
手
と
交
換
し

ま
す
。

n 

囲
碁
日
曜
会

五
月
七
日
目

午
前
九
時
〈
ノ
午
後
四
時
半

と
こ
ろ
町
民
会
館
一
階
娯
楽
室

主
催
重
信
町
文
化
協
会
囲
碁
教
室

問
い
合
わ
せ
先

山

内

博

と

き

環
境
美
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
左

め
、
平
成
三
年
六
月
か
ら
利
用
を
始
め

だ
「
く
う
か
ん
鳥
」
は
、
昨
年
二
円
、

モ
タ
部
分
、
か
故
障
し
、
修
理
不
能

と
な
り
ま
し
だ
。
こ
の
間
回
収
し
だ
あ

き
缶
は
、
二
O

O
万
本
、
図
書
券
を
交

付
し
芝
万
は
延
べ
二
五
六
一
人
巴
も
お

よ
び
ま
す
。

な
か
で
も
、
志
津
川
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

開
始
当
初
か
ら
地
元
の

公
園
や
空
き
地
・
道
¥
ペ
ト
て

C
/

路

巳

落

ち

て

い

る

¥

忙

し

場

あ
き
缶
を
拾
い
、

~
k
以

別

き

ね

一
依
る
刊
日

交
換
し
だ
図
書
券
一

O
加

治

唱

と

一
ド
ス
亡
命
し

を
幼
稚
園
や
保
育
r

ぼ
く
以
十
代
}

/
6
れ
れ

3
E

所

C
寄

贈

し

て

下

/

渇

片

い

抗

さ
い
ま
し
だ
。

/
ι
ち
区

子
ど
も
だ
ち
に
、

l

自
分
定
ち
の
手
で
環
境
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て

い
芝
だ
き
、
あ
り
、
か
と
う
ご
ざ

い
ま
し
定
。

みんなで参加しましょう
第43回町民大運動会
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4月16日(日)
(雨天の場合は23日(日)
午前9時~

重信町総合公園
多目的クラウンド

今年から褒わりまし定。
間違えないでね。
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l~普

ゅうや

松崎悠也くん
(H11.4.3生)

「イタズラ六田きな悠チャン、

強くて優しい子l之なってね。」
(父・一貴 母・愛美)西岡

人の動き
(3月10固までの届出分)

お誕生おめでとう
出生児 保護者 生年月日 住所

真鍋綾 武治 2・4 牛淵

山内真由 H急 2・5 野田2丁目
坂本修 功 2・7 下林

浅井{憂汰 亮至 2・9 田窪

渡部竜輝 典人 2・9 田窪

坂本旭 篤 2・10野田2丁目

橋本愛予 祐志 2・10野田2丁目

高橋嬰悠 智也 2・13野田1丁目

岡多万由予 美智雄 2・15北野田

堀内心太 真吾 2・15西岡

福岡鈴菜 広匡 2・16野田3丁目

中村美月 雅之 2・19忘津川

渡部里菜 昌弘 2・24樋口

倉園隼矢 昭久 2・25牛淵

榊原崇文 正幸 2・25野田2丁目

山田結芽花 伸 3・4 志津川

ごめい福をお祈りします
氏名 年令 死亡の日 住所

森勝弘 54 2・3 北野田

大面ミサコ 88 2・22 田窪

和田豊重 67 2・22 西岡

山本昭一 69 2・23 見奈良

水口弘一 67 2・23 牛 5Ju
平岡楠太郎 79 2・24 南野田

越智須磨子 70 2・25 下林

永井俊二 50 2 . 26 牛測

森由敬 77 2・29 下林

太田俊毅 O 3・6 志津川

圃鴎広報しげのぷ4月号

εヨ録原票記載事項証明書について可..， (外国人)

役場住民環境課
冨964-2001側内線234
これまで発行されてきだ「登録済証
明書JIこ変わり、氏名・性別・国籍・
生年月日・居住地など外国人登録原票
|こ記載されている事項について証明か、
必要な方のだめlこ「登録原票記載事項
証明書jが発行されることlこなりまし
だ。請求できるのは次のような方です0
・本人
・本人と同居している親族
・法定代理人
・本人からの委任を受けだ代理人
(だだ、し、委任状など本人から委任を
受けだことを確認できる資料が必要。)

e年度戸籍の届出をされる方へ
役場住民環境課

富964-2001側内線234
合年Ict国勢調査が実施される年です。
平成12年4月1日から平成13年3月31日
までの閏lこ出生・死亡・死産・婚姻・
離婚届を提出される方は、届書の職業
(死亡届は産業も)欄|こ職業を記入してく
芝、さい。ご協力よろしくお願いしますo

e媛小児健康フォー淵催
愛媛県小児保健協会
冨943由 7582

こどもを心身とも|こ健やかに育てるlこ
は“何が大切なのでしょうか7"“何が問題
なのでしょうかつ"“そしてどうすれば良い
のでしようか?"。 緒lこ考えましよう。
とき 4月23日(日)午後1 時~3時30分
ところ南海原送本町会館
講演 「思春期の心とどう付き合う」
「こどもの成長
気をつけて見ておき芝いこと 」

。 衛隊幹部候補生募集

自衛隊松山募集案内所
富947田 3040

試験日 5月27日∞.5月28日(日)
受付 4月 10日伺)~5月 12日間
応募資格 22歳以よ26歳未満

重信まごころ銀行lこ次の万から金
一封を寄付下さいましだ。温かい善
意ありがとうございます。(敬称略)
〈一般寄付〉
伊予民踊重信支部冨士弥会
田尾良(横沼原)
〈香典返し〉
小山トシヱ(下林)亡夫 ・晴一
海稲泰敬(田窪)亡父・公平
相原稔手(牛淵)亡夫・龍
宮内 汀(田窪)亡母・官露子
森 トヨ工(下林)亡夫・白敬

。 市計画の変更
役場都市整備課

富964-2001側内線413
松山広域都市計画区域lこかかる市

街化区域及び市街化調整区域の変更

|こ関する都市計画(線引き見直し)並

び|こ重信町の用途地域の変重lこ関す
る都市計画ガ、平成12年3月21日lこ決

定されましだので、お知らせします。

ま色、同日より都市計画図書の縦

覧をしています。

都市計画を定める土地の区域

0追加する部分
温泉郡重信町大字北野田の部

縦覧場所

役場都市整備課(別館2階)

eの花フェスティパル
愛媛県花き総合指導センター
冨964-5867

とき 4月28日樹~4月30 日(日)

午前9時~午後5時

ところ 愛媛県花き総合指導センタ

展示内容 新しい花、花と花壇のコン

ク ル、趣昧の園芸展、押し花展等

行事内容 花の種・ポット苗プレゼン

卜、花のお絵かき、ふるさと市コ

ナー及びパザ一、フラフ オークシ

ヨン等

@ 通事故の発生状況
松山南交通安全協会
窟958由 6558

- 3 

327 +38 
(松山南警察署管内)

・よく見る、ゆっくり走る、止まって確認

・シートベルトをしめて緊張感
・管内死亡者3名中高齢者2名



みれなの力しンヲ、ー
⑨ 

4月.5月
4/1同

2 ~日)
池川内科・神経内科 燃やさないごみ:全地区任横河原区②

窟964-7787 粗大ごみ:横河原区

3伺)
社会保険出張相談所 10 :00~16:00 商工会館

4 0め

5は)
読書会「源氏物語J13 :30~15:30 町民会館

6休)

7働
公共施設利用申し込み受け付け(7月分) 9:30~10:00 町民会館

8∞ お話会 14:00~15: 00 図書館

9 (1日)
廃棄図書父換市 図書館 山本内科 燃やさないごみ:横河原区以外②

寵966-2066

10伺)
小学校入学式 10:00~ 

11 (Y<) 
中学校入学式 9:00~ 町立幼稚園入園式 1O :30~ 
移動図書館車(山之内・樋口・横河原)

12 ~J<) 
移動図書館車(志津川・八反地・西岡・田窪・牛淵・牛測団地)

13休)
行政・心配ごと相談 13:00~15:00 町民会館
移動図書館車(上樋・播磨台・野田・新村・北野田)

14担当
移動図書館車(上村・下林・上林)

15∞ 
16但)
第43固重治町民大運動会 9 :00~ 総合公園多目的ク‘フウンド、 泉内科 燃やさないごみ:全地区①横河原区岳

(雨天の場合は23日) 富966-2226 粗大ごみ:横河原藍

17伺)

180め
移動図書館車(北吉井幼稚園)

19 ~J<) 
移動図書館車(重信幼稚園)

読書会「源氏物語J 13:30~15:30 町民会館

20休)
人権相談 10: 00~15:00 役場
移動図書館車(拝志小学校)

21働
移動図書館草(上林小学校)

22∞ お話会 14:00~15:00 図書館

23(日)
廃棄図書交換市図書館 中川病院 燃やさないごみ:横河原区以外②

窟976-7811 組大ごみ:田窪団地区

24伺)

25(Y<) 
移動図書館車(山之内・樋口・横河原)

26依)
移動図書館車(志津川・西岡・田窪・牛湖・牛j刻団地) 組大ごみ:横河原・田窪田地区以外

27休)
心配ごと相談 13: 00~15:00 町民会館
移動図書館車(上樋・播磨台・野田・新村・北野田)

28闘
移動図書館車(上村・下林・上林)

29∞ 国立療養所愛媛病院 ごみ収集します

窟964-2411

30(日)
愛媛+全医療学院附属病院
箇966-5011

5/1但)公共施設利用申し込み受け付け(8月分) 9:30~ 1O :00 町民会館
圃~費!聖酬 1明|期)水道使用料 (2 ・ 3月分)納期限

2 (Y<) 
移動図書館車(北吉井幼稚園)

3依)
重信クリーツク 祝日のためごみ収集休み

窟964-1188

4休)
藤石病院 祝日のためごみ収集休み

震964-1234

5 (金)
4戸

西野内科クリーツク 祝日のためごみ収集休み

窟964国2200

②ペットボトル、その他

包調・

①空き缶・金属類、びん・ガラス類~~やさないごみ

1¥) 
O 
O 
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